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非同期型 CSCLにおける対話データ分析支援システムの開発
笠井 俊信 (岡山大学教育学部) 鈴木 真理子 (滋賀大学教育学部) 永田 智子 (兵庫教育大学)
近年,初等中等教育や高等教育における協調学習の重要性がますます指摘されるようになっている｡
また,学校-のインターネット接続が急速に進み,CSCL(ComplュterSupportedCollaborativeLearning)に関
する研究が多く行われ,実践でも掲示板等を使ったWeb上での協調学習が多く見られる｡しかし,授業
実践者が学習者の学習過程を分析する際,対話の履歴が保存されることは大きな利点となるが,学習者
の知識構造が変化する過程といった質的な分析は授業実践者が対話の内容を一つ一つチェックして行 う
しかなく,この困難さが掲示板によるCSCL実践のネックの一つであると言える｡そこで本研究では,
授業実践者が蓄積された対話データをいくつかの観点からカテゴライズすることによって,協調学習を
量的 ･質的に分析するのを支援するシステムの開発を行う｡
キーワー ド:協調学習,非同期型CSCL,対話データ分析,電子掲示板,分析支援システム
I.はじめに
新しい学力観が求められるようになって以来,学
習者が主体的に学習する学習形態の一つである協調
学習の重要性が指摘されている｡これは,新しい学
力観で求められている,学ぶ意欲,思考力,判断力,
表現力といった資質や能力の育成には,他者との相
互作用が効果的だと考えられるからである[11｡この
ことから,教育実践の現場でも様々な形態で協調学
習が取り入れられている｡
また,文部科学省による学校教育の情報化推進計
画によって,すべての小中高等学校に対してインタ
ーネット接続とその高速化が進められている｡この
ような学校のインターネット環境の充実に伴って,
高等教育だけでなく初等中等教育においてもインタ
ーネットを利用した授業実践が行われるようになっ
てきている【4]｡
これらの教育の質と環境の変化によって,インタ
ーネットを利用した協調学習であるCSCL(Computer
SupportedColaborativeLeamipg)が注目を集め,多く
の研究が行われている【2,5,6,7,8].これらの研究は大
きく二つのタイプに分類することができる｡一つは,
学習者により効果的な協調学習を行わせるための学
習状況.を作り出すことを目的とした研究であり,も
う一つはCSCLの教育実践をあらゆる角度から分析
する研究である｡前者は,学習者の知識状態に応じ
てより効果的な協調学習のグループを構成するのを
支援する研究や,学習者同士がより活発に協調でき
るような機能の開発に関する研究等であり,授業実
践者が事前にすべき作業を支援する内容の研究が多
いと言える｡それに対して後者の研究は,授業実践
者がCSCLにおける学習者たちの対話を一つ-つチ
ェックし,その学習効果や特徴を評価 ･分析してい
る研究が多く,授業実践者の作業を支援する研究は
ほとんど存在しない｡これは,CSCL も含めた協調
学習の評価 ･分析を行うには,学習者達の対話を授
業実践者の主観的な視点で詳細にチェックしていく
必要があり,この作業を汎用的に支援することが困
難なためであると考えられる｡そのため,CSCLを
利用した授業実践者の授業後の作業は軽減されるこ
とはなく,この点が授業-のCSCLの適用における
ネックの一つになっていると考えられる｡
本研究では,最も多く実践されているCSCLの形
態であるWeb掲示版等を利用した非同期型のCSCL
に着目した分析支援システムを開発する｡このシス
テムは,授業実践者が保存された対話データの一つ
一つに対して,いくつかの観点からカテゴライズす
ることによって協調学習考量的 ･質的に分析する環
境を提供する｡
本論文では以下,Ⅱ.で本分析支援システムを利
用するための条件と適用のために必要な処理につい
て述べる｡Ⅱ.では本分析支援システムの持っ機能
について詳細に述べ,最後にⅣ.でまとめる｡
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Ⅱ.システムへの適用
cscLはコンピュータで支援された協調学習のこ
とであり,大きく二つの種類に分けることができる｡
一つは同期型 cscLであり,チャットや TV会議
システムを利用して学習者たちがリアルタイムに協
調学習を行 う｡もう一つは非同期型CSCLでWeb掲
示板やメーリングリス トを利用して,時間を共有す
ることなく行われる協調学習である｡本研究で対象
とするのは,学習者たちの対話が学習者ごとに区別
された形式でファイルに保存されている場合に限る｡
これは主に後者の非同期型CSCLが対象となるが,
同期型CSCLの場合でも学習者たちの対話内容をテ
キス ト形式でファイル化されていれば本分析支援シ
ステムに適用可能である｡以下で,本分析支援シス
テムに最も適応するCSCLの形態と学習者たちの対
話履歴のファイル形式について述べ,その後本シス
テム-の適用方法について述べる｡
1.本システムに最適なCSCLの形態
非同期型CSCLとしても最も利用されているのは
Web掲示板である｡Web掲示板は多くのWebサイ ト
においてFreeSoftとして提供されており,誰でも簡
単に利用することができる｡FreeSoRとして提供さ
れている掲示板には大きく二種類あり,一つは登録
された発言を順番に表示するだけの掲示板である｡
この種類の掲示板でも本分析支援システムを利用す
ることは可能であるが,他者の発言に対して返信す
ることはできないため協調学習の目的で使用するに
は適していない｡もう一つの掲示板はツリー 型の掲
示板で他者の発言に対して返信することが可能で,
ツリー形式で表示される掲示板である｡図 1にFree
Softとして提供されているツリー型掲示板の例とし
てWebForlm【9]を示す｡
これらの Web掲示板は対話データが自動的にそ
れぞれの掲示板に依存したデータ形式でファイルに
保存される｡本分析支援システムはこのファイルを
読み込んで,授業実践者が学習者たちの対話を評
価 ･分析するのを支援する｡次節で,それぞれの
Web掲示板ごとに異なるデータ形式の対話データを
本分析支援システムに読み込む方法について述べる｡
図 1:ツリー 型掲示板の例
2 システム-の適用方法
通常のWeb掲示板の対話データは,一つ一つの発
言データを一行で表現され,発言データ同士の区別
は改行で識別される｡また,そのそれぞれの発言デ
ータはいくつかの項目 (フィール ド)の列で構成さ
れ,フィール ドとフィール ドの区別を何らかの区切
り文字で表現されている｡これらは利用するWeb掲
示板のソフトによって全く異なっているため,本分
析支援システムに読み込ませるためには,必要な情
報が何番目のフィール ドに設定されているかを指定
する必要がある｡そこで,本分析支援システムでは
最初に対話データを読み込む時に図2のような画面
でフィール ドの順序設定を行う｡
図2:フィール ドの順序設定画面
ここでは,6種の情報のフィール ド位置とフィー
ル ド同士の区切り文字の設定を行 うことができる｡6
種の情報の意味はそれぞれ以下の通りである｡
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図3:分析支援システムの対話データ読み込み画面
｡D :各発言の識別番号
･親 ID:この発言が他の発言の返信だった場合,
元の発言のJD
･Date:発言が書き込まれた時間
･Name:発言を書き込んだ人の名前
●Title:発言のタイ トル
●Content:発言の内容
この中で,洩ID,Date,Titleの情報は存在しなく
ても構わないが,その他の情報については必ず指定
する必要がある｡ツリー型掲示板を利用した場合は
必ず親 ID も存在するはずなので指定する必要があ
る｡
このフィール ドの順序設定をすることによって,
ほとんどの Web掲示板の対話データを本分析支援
システムに読み込ませることが可能になるが,各発
言が改行で区切られていない等保存形式が異なる場
令,対話データの形式を多少操作することが必要で
ある｡また,このフィール ドの順序設定は利用した
Web掲示板による対話データを最初に読み込ませる
時のみ求められる｡一度本分析支援システムに読み
込ませた後は,本分析支援システム独自の形式で対
話データを保存することになるため,フィール ドの
順序設定の必要はない｡
Ⅱ.システムの機能
本章では,本分析支援システムを利用したCSCL
の対話データの分析方法について述べる｡前章で述
べた方法で対話データを読み込んだ本分析支援シス
テムの画面を図3に示す｡図3にあるように発言の
詳細な内容はクローズアップウインドウに大きなフ
ォントで表示される｡なお,画面上の一部はプライ
バシーの保護のためぼかしを入れている｡以下で,
本分析システムの持つ機能について説明し,授業実
践者が対話データを評価 ･分析する方法について述
べる｡
I.各発言の各観点からのカテゴライズ
本分析システムでは,CSCLの対話データを分析す
るために現在 3つの観点を用意している｡このそれ
ぞれの観点に対して,授業実践者はいくつかのカテ
ゴリーを独自に設定することが可能となっている｡
それぞれの観点の意味とそのカテゴリーの例を以下
に示す｡
① 知識カテゴリー
知識カテゴリーは,学習者たちの発言を内容的側
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面から分析するための観点であり,CSCLにおいて
対象とする学習内容に依存させていくつかの知識領
域にカテゴライズする｡教員養成として授業設計に
関する知識についてCSCLを行った場合のカテゴリ
ーの例としては,吉崎が提案している ｢授業につい
ての教師の知識領域｣【101を用いることができる｡
この授業についての教師の知識領域は以下の通りで
ある｡
●教材内容についての知識
●教授方法についての知識
●生徒についての知識
●教材内容と教授方法についての知識
●教材内容と生徒についての知識
●教授方法と生徒についての知識
●教材内容と教授方法と生徒についての知識
●その他
② 発言意図カテゴリー
発言意図カテゴリーは,学習者たちの発言を形態
的側面から分析するための観点である｡この観点は
CSCLにおいて対象とする学習内容に依存させるこ
となく共通に利用できるOこの発言意図カテゴリー
の例として,稲葉らの提案した発言意図カテゴリー
[31を用いることができる｡稲葉らによる発言意図カ
テゴリー は以下の通りである｡
●提起
●説明
●同意
●非同意
●質問
●その他
この発言意図カテゴリーは汎用的に利用できる
と考えられるが,このカテゴリーも授業実践者の考
えで自由に変更することが可能である｡
③ 該当知識
務当知識は,CSCLにおいて対象とする学習内容
に関して,各発言が行われた時点の学習者の知識状
態や認識状態を表現する観点である｡この観点は,
CSCLによる学習過程において各学習者の知識状態
や認識状態がどのように変化していったかを評価 ･
分析するために利用される｡そのため,この観点の
カテゴリーは授業実践者がcscLによる学習をどの
ような視点で評価 ･分析しようとしているかに依存
すると考えられる｡例えば,｢月の満ち欠け｣の原理
に関してCSCLで学習する場合,学習者たちの発言
の中から,｢太陽 ･地球 ･月の大きさと距離｣,｢月の
公転面のずれ｣,｢光の性質｣といった学習者の認識
を抽出して設定することが考えられる｡このような
観点で各発言をカテゴライズすることによって,各
学習者が他のどの学習者のどのような発言によって
認識を変えていったか,といったことも分析可能に
なる｡
授業実践者は,図3の画面上で各発言に対してこ
の3つの観点に設定したカテゴリーを選択形式で貼
り付けていくことができる｡その様子を図4に示す｡
各発言に対して複数のカテゴリーを貼り付けること
も可能であり,また,各観点のカテゴリー設定を途
中で変更することも可能である｡
細 さ鼻赫鼻_=."､i_.
垂革棄寒嚢妻垂
I
重言:≡
-
まきi★+ -=≡藍∴日./:=:≡窪三二≡長#===;:I
キト+汀:.
図4:カテゴリー の貼り付け画面
2.対話データの階層表示
図3,4の画面では,対話データは発言の時間順に
並んでおり,ツリー型掲示板のようにどの発言がど
の発言に対する返事なのかが分かりにくく,各発言
にカテゴリーを貼り付けるのが困難な場合がある｡
そこで,本分析支援システムではツリー型掲示板と
同様にツリー 形式に階層表示することもでき,その
画面でも各発言にカテゴリーを貼り付けることが可
能である｡階層表示でのカテゴリー の貼り付け画面
を図5に示す｡
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図5:階層表示でのカテゴリー の貼り付け画面
授業実践者は,CSCLで用いた掲示板の種類や学
習者たちの対話過程に応じて図3の画面と図5の画
面を使い分けながら各発言にそれぞれの観点におい
て適当なカテゴリー を貼り付けていく｡
3.学習者のグループ設定
通常の Face-to-Faceの協調学習とは異なり,CSCL
では協調学習の構成メンバーをより柔軟に設定でき
ることが大きな利点の一つである｡そのため,CSCL
では協調学習を構成する学習者たちが全員対等な立
場ではなく,様々な立場の学習者たちを集めて学習
させることが多いと考えられる｡その場合,cscL
を評価 ･分析する時個々の学習者の発言についてだ
けではなく,立場の違いによってCSCLでの学習過
程がどのように変わるのかを評価 ･分析することも
必要となる｡そこで,本分析支援システムでは学習
者のグループ設定が可能である｡学習者のグループ
設定の画面を図6に示す｡
授業実践者は,まず図6の左のウインドウでグル
ープの種類を設定することができる｡図6の例では,
参加する学習者の学年をグループとして設定してい
る｡そして,ここで設定したそれぞれのグループに
対して参加している学習者を割り当てる作業を行 う｡
その画面が図6の右側のウインドウである｡このウ
インドウには読み込まれた対話データに'NAME付の
フィール ドに登録されている全ての学習者のユーザ
名が自動的に表示される｡各グループのメンバーの
設定は,ここで表示される学習者の中から該当する
学習者を選択して決定する｡ここで,学習者は一つ
のグループにのみ所属する必要はなく,複数のグル
ープに登録可能となっている｡
?
???
図6:学習者のグループの設定画面
4.評価 ･分析データの集計
本節では,前節までに述べた方法で各発言データ
に対する各観点からのカテゴライズの集計表示につ
いて述べる｡図3のウインドウの下方にある｢個人 ･
グループごとの発言分析結果の集計｣ボタンを押す
ことによって,授業実践者による評価 ･分析データ
の集計結果が出力される｡各学習者に対する集計結
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果を図7に,各グループに対する集計結果を図8に
示す｡ここで,学習者個人ごと,グループごとに集
計される分析結果は以下の4種類である｡
｡発言数 :学習者個人,もしくはグループに所属
する学習者全員の発言回数の合計
.平均文字数 :学習者個人,もしくはグループに
所属する学習者全員の発言の平均文字数
.平均知識カテゴリー数 :学習者個人,もしくは
グループに所属する学習者全員の発言に貼
り付けられた知識カテゴリー 教の平均
●平均発言意図カテゴリー数 :学習者個人,もし
くはグループに所属する学習者全員の発言
に貼 り付けられた発言意図カテゴリー数の
平均
図7:学習者個人ごとの発言分析の集計結果画面
図8:グループごとの発言分析の集計結果画面
これらの集計結果は,CSCLの質的な評価 ･分析
としては意味がないが,量的な評価 ･分析としては
意味があると言える｡発言数と平均文字数からは,
学習者の授業-の参加意欲を知ることができる｡ま
た平均知識カテゴリー 数と平均発言意図カテゴリー
数からは,学習者の発言内容の質を内容的に形態的
に推察するための一つの材料になると考えられる｡
つまり.学習者の発言に知識カテゴリーがより多く
含まれている場合,cscLにおいて対象とする学習
内容に関してより多くの領域の知識に基づいている
ことが分かる｡また,学習者の発言により多くの発
言意図カテゴリーが含まれている場合,一つの発言
ではあるがより多くの意図が含まれていると言える｡
これらの評価 ･分析データは,CSCLにおいて対
象とする学習内容,協調学習の形態,授業実践者の
意図等に依存することなく共通の評価 ･分析として
提供できる｡しかし,さらに深く質的にCSCLを評
価 ･分析するためには汎用的な分析支援システムで
提供することは不可能であり,授業実践者が独自の
方法で評価 ･分析するしかない｡そこで本分析支援
システムでは,学習者による全ての発言データとそ
れらに貼り付けた各観点からのカテゴライズのデー
タを含めて,他の統計ソフト等でも利用可能な汎用
的な形式で出力する機能を持つ｡本分析支援システ
ムで出力したデータをMicroso氏社のExcelに読み込
ませた画面を図9に示す｡
本分析支援システムで出力するファイルは,汎用
的なデータベースのファイル形式である CSV ファ
イルである｡CSVファイルでは,一つ一つのデータ
であるレコー ドが一行で表現され,各レコー ドを構
成する各フィール ドを■,-■で区切られる形式になっ
ている｡本分析支援システムで出力するCSVファイ
ルでは,一つのレコー ドが学習者の各発言に対応す
る｡そしてレコー ドを構成するフィール ドは,学習
者のユーザ名,各グループに所属しているか,発言
の文字数,各知識カテゴリー が貼り付けられている
か,各発言意図カテゴリーが貼り付けられているか,
各務当知識が貼り付けられているか,となっている｡
図9はその一部が示されている｡
授業実践者は,このファイルを用いてCSCLにお
いて対象とする学習内容,協調学習の形態,授業実
践者の意図等を考慮して独自の評価 ･分析を行うこ
とができる｡
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図9:本分析支援システムが出力した評価 ･分析データの形式 (Excelに読み込ませた画面)
Ⅳ.まとめと今後の課題
本論文では,ツリー型のWeb掲示板等を利用した
非同期型のCSCLにおける対話データを授業実践者
が評価 ･分析するのを支援するシステムについて述
べた｡本分析支援システムは以下の機能を有してい
る｡
① 様々な形式の対話データを読み込むためのフィ
ール ドの順序設定機能
② 対話データの時系列と階層構造の2種類の表示
機能
③ 各発言に対する3つの観点からのカテゴリー貼
り付け支援機能
④ 学習者のグループ設定機能
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